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事であった．

　4．終わりに
　大気化学の視点から深い議論を行うには，大気化学

に特化した他の学会と比較すると，本シンポジウムに

若干の物足りなさを感じたことは否めない．しかし，

合同で行われたポスターセッションでは気象学の基礎

的・基盤的なトピックスにも触れることができ，大変

有意義であった．

　最終日の講演終了後，学会会場でフィエスタ
（Fiesta）と称して，その名の通り盛大なお祭りが行わ

れた．カラフルな衣装を着ておめかしした子供たちに

よる民族ダンスショーや，メキシカンフードのサービ

スなどがあった．ここでもインディアン，スペイン，

アングロサクソンの文化が入り混じったニューメキシ

コを実感することができ，さまざまな分野を内包する

気象学会とだぶって見え，その年会を開催するにふさ

わしい場所であったのではないか，と改めて感じられ

た．

　謝辞
　今回のシンポジウム参加にあたり，日本気象学会国
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暴酬e
「第23回沖縄研究奨励賞」候補者の推薦募集

　標記の賞について，（財）沖縄協会から受賞候補者の

推薦募集がありました．

1．対象：沖縄を対象とした将来性豊かな優れた研究

　　　　（自然科学・人文科学または社会科学）を行っ

　　　　ている50歳以下（7月15日現在）の新進研究

　　　　者またはグループ

2．内容：本賞，および副賞として研究助成金50万円

3．応募方法：必要書類を9月30日（消印有効）まで

　　　　に（財）沖縄協会へ郵送．学会・研究機関・大

　　　　学または実績のある研究者の推薦が必要．

　詳細な募集要領と応募用紙は日本気象学会事務局に

あります．またホームページ

　http：／／village．infoweb．nejp／～fvgmOO90／

にも掲載されています．なお気象学会の推薦を希望す

る場合は，必要書類を準備の上，9月10日までに日本

気象学会事務局に提出して下さい．
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